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　その後も2002 年（平成 14 年）の中教審答申「今後の教員免許制度の在り方につ
いて」においては、幼小それぞれの教員が互いの教育について理解を深める重要性











































































































































































































　その幼稚園児を迎える四谷第三小学校の側では、接続期の指導として 4 ～ 5 月に、
「わくわくドキドキタイム」と名付けた時間を設定している。現実にここにおいても、
小学校の生活になかなか適応できない児童が増えているという。幼稚園・保育所・
子ども園から小学校への滑らかな移行をはかるという目的で、毎朝 30 分、3 人から
5 人の教師が一年生にかかわり、楽しい活動を展開するという時間である。
　「わくわくドキドキタイム」は生活科を核とした合科総合活動の一部という位置付
























年、2005 年（平成 16、17 年）の二ヵ年に渡って取り組んだ実践を紹介したい。（18）　
この実践は、附小 ES プランと称されている。ES とは教育サポーター（Educational 
Supporter）の略だそうである。ここでの 4 月計画は以下の 4 つの内容を基軸としてい
る。つまり、①生活年齢順による仮クラス編成と担任シフト制、②複数教師による学
年・クラス指導、③教育サポーター導入、④生活科を中心にした指導計画、である。
　新入生は 106 人であった。彼らを誕生日順に機械的に、4 月～ 7・8 月生まれ、8
月～ 11・12 月生まれ、12 月～ 3 月生まれ、に分けて、仮クラスを編成した。担任
は固定せず、2 ～ 3 日間隔でそれぞれのクラスをまわるシフト・ローテーションを敷
いた。



















































































































































































































































「せいかつか＆そうごう」第 14 号　2007 年　p.58 ～ 69　所収　などに詳しい。
（18） 宮野真知子・浜田純　「入学初期における小 1 プロブレムへの挑戦～生活科をコアにした ES
プランの試み～」日本生活科・総合的学習教育学会機関紙　「せいかつか＆そうごう」第 14 号






いかつか＆そうごう」第 14 号　2007 年　p.38
（22） 無藤隆　同上論文　p.43
（23） 橋本健夫　「『学ぶ力』としての学力を育てる生活科・総合的学習」日本生活科・総合的学習教
育学会機関誌　「せいかつか＆そうごう」第 15 号　2008 年　p.4
（24） 藤永保　「就学前教育の真の充実を目指して」『エデュ・ケア２１』2008 年４月号　エム・アイ・
シー　p.2
